
 

項 目 方 式 性    能  (＊計測速度 ：0～80km/h) 
ひび割れ(Cr) 方式：光切断方式

発光：半導体ﾚｰｻﾞ

受光：ﾚｰｻﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ

計  測  幅  員：4,000mm(GL 上) 
計  測  精  度：幅 1mm 以上のクラック認識可能 
データピ ッ チ：進行方向:4mm、幅員方向:1mm 

わだち掘れ(Rd) 
(横断形状計測) 

方式：光切断方式

発光：半導体ﾚｰｻﾞ

受光：ﾚｰｻﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ

計  測  幅  員：4,000mm(GL 上) 
深 さ 計測精度：±3.0mm 以内(横断ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙﾒｰﾀの測定値に対して) 
データピ ッ チ：進行方向:4mm、幅員方向:1mm 

平たん性(Sv) 方式：光切断方式

発光：半導体ﾚｰｻﾞ

計 測 凹 凸 量：320mm(－160mm～+160mm) 
計  測  精  度：±30%以内(縦断ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙﾒｰﾀの測定値に対して) 

距  離  計 方式：第 5 輪 
(ﾀｲﾔ接触式ﾛｰﾗ)

計 測 分 解 能：1mm 
距  離  精  度：±0.5%以内(鋼巻尺の測定値に対して)

路性証第 2408 号 
233cm 

(188cm) 

(仕様は予告なく変更する場合が有ります) CAT. 2013/9/10 

2.計測機能・仕様概要 (昼夜計測可能） 

27
4c

m
 

598cm 

Sv3 Sv1 Sv2 
距離計

1.計測車概要図 (計測状態)

“ TX-Road System ” 

路面性状計測装置 

・通常走行時はセンサ部を収納できる構造である

・ベース車両：1BOX バンタイプ 
・寸 法 全長:598cm、全高:274cm、全幅:233cm 
・重 量 2,660kg 
・定 員 4 名 

(参考値：H24 年度性能確認認定車による車検証値) 

センサ部

前後・左右

に収納可能



4.測定の原理  (ひび割れ ・わだち掘れ測定) 
ﾚｰｻﾞﾗｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀにより路面にﾗｲﾝ状に照射されたﾚｰｻﾞﾗｲﾝ光をﾚｰｻﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰｶﾒﾗにて路面の凹凸やひび割れの窪みに

よって生じる光線の変形を一定距離間隔(4mm 間隔)で撮影(ｷｬﾌﾟﾁｬﾘﾝｸﾞ)し、捉えた画像から実際の横断形状、ひび 
割れの凹凸量を換算します。いわゆる光切断方式を原理としています。

昼夜計測可能

ひび割れ

わだち掘れ（路面の細かい凹凸を平滑化してマクロな形状からわだち掘れを検出）
ﾃｸｽﾁｬ

ひび割れ・凹凸処理機能 
① ひび割れランク判定処理
② ひび割れ率
③ ひび割れ図
④ わだち掘れ量
⑤ 横断形状図
⑥ 縦断凹凸図
⑦ 縦断凹凸の標準偏差
⑧ MCI、PSI の演算出力
⑨ 路面性状一覧表(評価長 10m、100m)
⑩ 供用図
IRI 解析ソフト 
① IRI 解析（ロードラフ準拠）

（評価長 1m、10m、100m、200m） 
＜ひび割れ解析画面例＞

＊ 解析は国土交通省方式、NEXCO 方式に対応 
＊参考機能として、ひび割れ処理の自動化ソフトを付属します

＊計測データ容量 約７００MB／１ｋｍ 
＊連続計測時間 ５００GB の HDD の場合、約７００ｋｍ計測可能

横断方向（1mm 毎のﾃﾞｰﾀ） 

深さ方向(凹凸量) 
(0.25mm 毎のﾃﾞｰﾀ） 進行方向

距離 4mm 

毎のﾃﾞｰﾀ

路面詳細

ﾚｰｻﾞ光線の

変形を撮影

ひび割れ・わだち掘れデータの取得

レーザの投受光

イメージ

処理機 1 

処理機 2 

処理機 3 
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3.データ処理機構成と処理内容 




